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とだ議会だより 154 号

日
本
共
産
党

本
田
　
　
哲 

議
員

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
４
件
、
補
正
予
算
１
件

に
対
し
９
人
の
議
員
が
賛
否
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
討
論
要
旨
並
び
に
議
員
提
出
議
案
第
13
号
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

乳
幼
児
の
医
療
費
負
担
軽

減
措
置
の
拡
大
は
、
大
い
に

歓
迎
し
ま
す
が
、
高
齢
者
の

窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
賛
同

で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
定
率
減
税
の
廃

止
、
老
齢
者
控
除
の
廃
止
、

住
民
税
増
税
な
ど
、
連
続
す

る
負
担
増
が
高
齢
者
を
苦
し

め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
命
を
脅
か
し
、

く
ら
し
を
破
壊
す
る
悪
法
に

関
連
す
る
条
例
改
定
に
は
、

強
く
反
対
し
ま
す
。
も
っ
と

市
民
要
求
に
こ
た
え
る
べ
き

で
あ
り
、
反
対
す
る
も
の
で

す
。

賛成

公
明
党

鈴
木
　
麗
子 

議
員

今
回
の
改
正
に
は
、
就
学

時
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

負
担
を
引
き
下
げ
る
点
も
含

ん
で
お
り
、
医
療
費
全
体
を

見
渡
し
た
態
度
こ
そ
、
制
度

の
持
続
性
を
高
め
る
も
の
で

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
使
用

料
、
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

日
本
共
産
党

花
井
　
伸
子 

議
員

日
本
共
産
党

望
月
　
久
晴 

議
員

半
額
返
済
を
全
額
返
済
に

改
正
す
る
内
容
で
あ
り
、
貧

困
と
格
差
が
一
層
拡
大
し
て

い
る
社
会
情
勢
か
ら
、
今
こ

そ
本
市
の
先
駆
的
役
割
を
果

た
し
て
き
た
奨
学
金
制
度
の

真
価
が
問
わ
れ
る
と
き
で

す
。制

度
の
目
的
に
沿
い
、
半

額
返
済
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
、
反
対
す
る
も
の
で

す
。

本
案
は
、
５
億
円
を
都
市

開
発
基
金
に
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。
福
祉
・
教
育
・
市

民
生
活
分
野
の
予
算
を
削
減

し
て
ま
で
、
都
市
整
備
資
金

を
確
保
す
る
必
要
性
は
あ
り

ま
せ
ん
。
19
年
度
一
般
会
計

は
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

予
算
比
で
約
30
億
円
の
歳
入

超
過
、
15
億
前
後
の
余
剰
金

が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
余
裕
財
源
が
あ
る
な
ら

ば
、
も
っ
と
市
民
要
求
に
こ

た
え
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対

す
る
も
の
で
す
。

奨
学
資
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
３
号)

日
本
共
産
党

本
田
　
　
哲 

議
員

平
成
会

菅
原
　
文
仁 

議
員

改
正
理
由
で
、
セ
ン
タ
ー

運
営
の
健
全
化
を
挙
げ
、
約

42
万
円
の
歳
入
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
セ

ン
タ
ー
運
営
は
行
き
詰
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
受

益
者
負
担
徹
底
」
の
考
え
に

立
つ
改
正
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

安
価
で
診
断
書
等
を
提
供

で
き
る
こ
と
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
公
的
医
療
機
関
と
し

て
の
重
要
な
役
割
で
す
。
市

民
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

と
き
に
、
使
用
料
等
の
大
幅

奨
学
生
及
び
連
帯
保
証
人

の
資
格
要
件
の
緩
和
、
併
せ

て
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、

全
額
返
済
に
す
る
も
の
で

す
。
公
費
投
入
分
が
な
く
な

る
と
き
に
は
、
奨
学
金
予
算

の
増
額
は
、
当
然
の
帰
結
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

将
来
的
に
持
続
可
能
な
制

度
と
す
る
た
め
に
、
今
回
の

改
正
は
必
要
な
も
の
で
あ
る

と
判
断
し
、
賛
成
す
る
も
の

で
す
。

都
市
開
発
基
金
積
立
金

は
、
①
継
続
性
が
あ
り
機
能

し
て
い
る
基
金
で
あ
る
こ

と
。
②
適
正
な
比
率
で
推
移

し
、
福
祉
・
市
民
サ
ー
ビ
ス

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
こ
と
。
③
社
会
基
盤
整
備

が
今
後
も
必
要
で
あ
る
こ

と
。
以
上
３
点
か
ら
も
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
計

画
的
な
都
市
開
発
と
財
政
運

営
は
、
市
民
の
福
祉
向
上
に

こ
た
え
る
も
の
で
あ
り
、
本

案
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

す
。本

市
の
18
年
度
国
保
事

業
費
で
は
、
そ
の
23
％
を
前

期
高
齢
者
の
医
療
費
が
占
め

て
お
り
、
高
齢
世
代
内
の
公

平
性
、
制
度
の
持
続
可
能
性

の
確
保
、
財
源
の
健
全
化
の

観
点
か
ら
必
要
な
改
正
で
あ

り
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と

考
え
、
賛
成
し
ま
す
。

賛成

賛成

討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを討論と言います。

討
　
論

討
　
論

公
明
党

三
浦
　
芳
一 

議
員

議
員
提
出
議
案
第
13
号
　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

提
案
説
明
の
概
要
　
日
本
共
産
党
　
望
月
久
晴
　
議
員

本
案
は
、
平
成
18
年
12
月
議
会
で
可
決
し
た

国
保
税
条
例
の
改
正
条
例
第
２
条
を
削
除
し
、

国
保
税
改
定
を
中
止
さ
せ
る
も
の
で
す
。
20
年

度
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
年
所
得
百
万

円
の
２
人
世
帯
で
約
２
万
３
千
円
の
増
税
と
な

り
、
こ
う
し
た
大
き
な
負
担
増
に
国
保
加
入
世

帯
は
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
は
社
会
保
障
制
度
で
あ
り
、
加
入
世
帯

の
生
活
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
新
た
な
負
担

が
高
齢
者
に
押
し
付
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
諸
般
の
状
況
を
鑑
み
、
本
案
を
提

案
す
る
も
の
で
す
。

本
市
国
保
の
財
政
運
営
は
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
、
毎
年
一
般
会
計
か
ら

11
億
円
余
の
法
定
外
繰
入
金
に
依
存
し
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

条
例
提
案
は
、
議
会
の
使
命
か
ら
も

否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
内
容
は
18

賛
成
理
由
は
、
①
市
民
生
活
最
優
先

の
姿
勢
を
実
現
す
る
提
案
で
あ
る
こ
と
、

②
社
会
保
障
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

を
強
化
す
る
案
で
あ
る
こ
と
、
③
財
政

状
況
か
ら
す
れ
ば
、
値
上
げ
を
行
わ
な

く
と
も
、
十
分
に
や
っ
て
い
け
る
と
い

な
改
正
は
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

年
12
月
議
会
で
十
分
に
審
議
し
議
決

し
た
も
の
と
違
い
が
な
く
、
そ
の
後
の

状
況
変
化
が
見
ら
れ
な
い
中
、
執
行
者

が
提
案
す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
議
員
が

改
正
案
を
提
案
す
る
と
は
驚
き
で
す
。

貴
重
な
時
間
の
浪
費
、
議
会
の
権
威
を

失
墜
さ
せ
る
行
為
と
批
判
さ
れ
て
も

お
か
し
く
な
い
も
の
で
す
。

う
こ
と
で
す
。

来
年
度
の
国
保
税
値
上
げ
を
知
っ

た
人
か
ら
は
、
驚
き
と
怒
り
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
声
を
受
け

と
め
、
一
度
可
決
し
た
も
の
で
も
、
勇

気
を
も
っ
て
正
す
べ
き
は
正
す
、
こ
れ

が
市
民
の
最
も
身
近
で
活
動
し
て
い
る

議
会
の
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
会

平
野
　
　
進 

議
員

日
本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子 

議
員

賛成



5

とだ議会だより 154 号

議
員
　
①
華
か
い
ど
う
21
へ

の
花
苗
提
供
。
②
花
ロ
ー
ド

美
女
木
へ
の
花
苗
提
供
。
③

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

資
源
化
・
減
量
化
。
④
花
の

ま
ち
づ
く
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
充
実
。
⑤
障
が
い
者
・

高
齢
者
の
雇
用
促
進
。
⑥
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
等
の
環
境

教
育
の
促
進
。
各
目
的
の
具

現
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長
　
①
道
路
残

地
へ
の
植
栽
、
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
団
体
、
公
共
施

設
等
へ
の
配
付
を
計
画
す

る
。
②
国
土
交
通
省
か
ら
の

供
給
不
足
分
を
補
充
す
る
。

③
市
民
等
に
専
用
バ
ケ
ツ
の

貸
し
出
し
、
搬
入
時
に
花
苗

と
の
交
換
、
資
源
化
・
減
量

化
を
推
進
す
る
。
④
環
境
・

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

施
設
と
し
て
考
え
て
い
る
。

⑤
平
成
20
年

度
か
ら
本
格

的
な
障
が
い

者
・
高
齢
者

雇
用
を
計
画

し
て
い
る
。

⑥

花

の

生

産
、
生
ご
み

堆
肥
の
土
づ

く
り
等
に
小

中
学
生
へ
生

き
た
環
境
教

育
の
場
と
し

て
広
く
受
け

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
戸
田

　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
戸
田

　
　
　
　
　
　
　の
今
後
は

平
野

　進
　議
員

「
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
雇
用
促
進
を
計
画
」

入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

の
促
進
を
考
え
て
い
る
。

議
員
　
①
市
内
の
危
険
な
交

差
点
の
実
態
把
握
と
事
故
防

止
対
策
は
。
②
安
心
ま
ち
づ

く
り
課
発
信
の
「
市
内
犯
罪

発
生
状
況
」
ニ
ュ
ー
ス
に
同

時
掲
載
は
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
①
平
成
18

年
中
の
人
身
事
故
件
数
が
多

い
交
差
点
は
、
美
女
木
八
幡

で
13
件
、
新
曽
「
メ
ゾ
ン
エ

メ
ラ
ル
ド
」
前
で
６
件
。
対

策
と
し
て
、
美
女
木
八
幡
で

は
、
案
内
標
識
、
路
面
標
示
、

ポ
ー
ル
な
ど
の
検
討
が
な
さ

れ
、
今
年
度
中
に
施
工
予
定
。

メ
ゾ
ン
エ
メ
ラ
ル
ド
前
は
、

一
灯
式
信
号
機
、
道
路
の
色

分
け
、
自
発
光
鋲び

ょ
うな
ど
対
策

済
み
で
あ
る
。
②
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
カ
レ
ッ

ジ
卒
業
生
、
約
80
名
に
毎
月

送
付
し
て
い
る
。
防
犯
活
動

と
と
も
に
、
交
通
事
故
抑
止

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
交
通

事
故
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
資

料
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

　議員は、毎年３月、６月、９月、１２月に開く
定例市議会で、市政全般に対する質問をすることが
できます。これを「一般質問」といいます。 
　今定例会では１2月4日から３日間、１7人の議員が
一般質問を一問一答方式で行いました。 
　ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。 

危
険
な
交
差
点
対
策
は

▲木漏れ日ふりそそぐ初冬の朝（後谷公園脇歩道）

▲平成19年10月オープンのフラワーセンター戸田

※前号から、質問見出しの次に「○○」として、

　答弁の見出しを掲載しました。

一般質問の見出しのリニューアルについて


